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ひとよし市議会だより

●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　森口　勝之
●委　員　松岡　隼人・豊永　貞夫・川野　精一・松田　　茂
　　　　　永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・下田代　勝

　厳しい経済不況、それに連動する失業問題や雇用不安

益々拡大する格差問題、さらに少子高齢化の進展やニー

ズの多様化など多くの課題に直面する中で、市議会のあ

り方や議員活動は今のままでよいのか。また、どうある

べきかなどについて議員自らが自主的に検証するため

に、昨年12月、議会制度研究会を設置し検証を進めてき

ました。研究会のメンバーは、各会派から選出された10

名で構成し、会議を開催する時は正副議長も出席するよ

うにしています。テーマは議員定数をはじめ報酬、政務

調査費、費用弁償、行政視察費、一般質問、議会報告な

ど議会と議員活動に関するあらゆるものを対象にしてい

ます。最初の会議の中で、議員を選挙で選ばれた市民の

皆様方は、議会や議員活動についてどれくらい知ってお

られるのか、また、議会に対してどのような疑問や御意

見を持っておられるのか直接話を聞くべきだとの意見が

多くだされ、早速各市民団体にお願いしましたところ、

快くお引き受けをいただき、２月26日の町内会長嘱託員

連合会代表との意見交換会をはじめ、６月30日までの間

に、民生委員児童委員代表、農業委員会、労働団体代

表、体育協会代表、商工会議所青年部、ＰＴＡ及び子ど

も育成会代表など、８団体の皆様と意見交換会を持つこ

とができました。各々にお忙しい中での御理解・御協力

に感謝をいたします。このような取り組みをしています

中に、４月13日町内会長嘱託員連合会と衛生員連合会理

事の連名による申し入れ書が提出されました。その文書

によれば、２月26日に町内会長嘱託員連合会代表との意

見交換会をしたが、要望事項に対して進展がみられず不

満である。よって申し入れに対する文書回答を５月15日

までされなければ重大な決断をせざるを得ない。申し入

れ事項は、⑴議員定数20名を16名にすること。⑵議員

報酬（議員35万７千円、副議長38万円、議長41万６千円）

を20％削減すること。⑶費用弁償、政務調査費を廃止す

ること等であります。議会としては、２月26日の連合会

との意見交換会の席で９月までに結論を出すと申し上げ

ていましたので、その旨の文書回答をいたしました。

　今後も日程調整がつくかぎり、多くの市民の皆様方と

意見交換会をお願いいたしますので是非、御理解御協力

をよろしくお願いいたします。

PTA及び子ども育成会代表との意見交換会
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●委員長　下田代　勝　　●副委員長　川野　精一

●委　員　西　信八郎・永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・大王　英二総務文教委員会報告

　本委員会に付託されました主なものをご報告いたし

ます。  ＜予算案件＞　平成22年度人吉市一般会計補

正予算（第３号）の民生費で老人福祉費を90万円補正

してあります。これは今年から敬老祝品として、百歳到

達者に３万円、百歳超過者に１万円のところ今年に限

り３万円を贈るものです。今年は全部で30名の方が対

象者です。また児童福祉費で415万４千円の補正は、こ

れは子どもの駅事業の予算で、イスミの３階で行って

いた九ちゃんクラブ（つどいの広場）をオリンピア横の

「健康館」跡に移し事業を拡充するものです。衛生費

の保健衛生費で、372万７千円の補正は女性特有のがん、

子宮頸がんと乳がんの検診委託料等です。＜陳情案件＞

　「休日歯科診療に関する陳情」は、市民の休日歯科

診療のニーズの現状や、県下14市の歯科診療の現状の

説明を受け、休日歯科診療の必要性を認識し、全会一

致で採択いたしました。「現行保育制度の維持と子育

て支援施策の拡充について国への意見書提出を求める

陳情」も全会一致で採択しました。

　本委員会は、条例案件８件、予算案件１件を審査いた

しました。主なものをご報告いたします。

○人吉市民まちづくり応援事業条例は、市民が行う地域

づくり事業について、１団体200万円を上限とし、年間

400万円。協働推進事業（もやい事業）等で、年間約10

件程度、100万円の助成を行うものであります。

○人吉球磨広域行政組合規約の一部変更は、カルチャー

パレスの老朽化により、危険度が増し、緊急に舞台装

置、空調設備等の大規模改修を行うため、基金を取崩

し、財源に充てるための変更であります。

　歳出予算の主なものは、

○総務管理の中で、地区公民館改修補助金に93万9千円

○企画費の中で、地域交通体系基金取崩しのため、拠出

者の同意取付けのため、臨時職員雇用経費に73万2千円

○文教施設災害復旧費として、大村横穴古墳群落石崩土

除去費に、259万円となっております。

　いずれも現地調査を行い、厳しい質疑のうえ、慎重に

審査の結果認める事に決しました。

　本委員会は、今議会次の案件を審査いたしました。

　①人吉市携帯電話等エリア整備基地局の設置及び管

理に関する条例の制定について　②人吉市携帯電話等

エリア整備事業分担金徴収条例の制定について　③工

事請負契約の締結についての議決内容の一部変更につ

いて　④損害の賠償について　⑤市道路線の廃止につ

いて　⑥市道路線の認定について　⑦専決処分の承認

を求めることについて　⑧平成22年度人吉市一般会計

補正予算　⑨平成22年度人吉市工業用地造成事業特別

会計補正予算

以上９案件について現地確認調査を行い慎重審査の結

果、全９案件とも認めることに決しました。

　内容の主なものでは、専決処分案件の口蹄疫対策費

であります。これは、口蹄疫の発生により深刻な影響

を受けている畜産農家の経営に必要な資金として、市

独自の施策で畜産農家１戸当り30万円を限度として無

利子で貸し出すものです。総予算は4,200万円となっ

ております。

人吉橋橋梁補強・補修工事について説明を受ける経済建設委員会

●委員長　田中　　哲　　●副委員長　松岡　隼人

●委　員　豊永　貞夫・笹山　欣悟・三倉　美千子・簑毛　正勝厚生委員会報告

●委員長　森口　勝之　　●副委員長　松田　　茂

●委　員　井上　光浩・村上　恵一・福屋　法晴・立山　勝徳・山下　幸一経済建設委員会報告

鬼木地区汚水枝線工事現場を視察する厚生委員会

大村横穴古墳群落石現場を視察する総務文教委員会
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　本特別委員会は、「国土交通省及び熊本県との意見

交換会」「新・人吉市洪水ハザードマップについて」

の２項目についての審議及び、現地視察を実施いたし

ました。

　国土交通省及び熊本県との意見交換会においては、

第６回までの「ダムによらない治水を検討する場」に

おいて示された球磨川治水対策についての質問事項を

10項目に取りまとめ、５月７日に八代市の国土交通省

八代河川国道事務所におきまして、国土交通省及び熊

本県と意見交換会を行いました。意見交換会では、第

７回の「ダムによらない治水を検討する場」について

の説明を国土交通省から受け、その後質問事項に対し

て国土交通省及び熊本県から、それぞれの立場で回答

をいただきました。

　また、新・人吉市洪水ハザードマップについては、

市執行部から内容の説明を受け、県管理の小河川改修

箇所や避難行動を円滑に行うために設置された水位計

設置箇所など、６箇所の現地視察を行いました。

◎人吉総合病院の建替えについて

（1）総合病院が老朽化と耐震化のため建替えを計画さ

れ新移転地に市有地の相談があり、市は３ヵ所の候補

地を定め検討、議会は特別委員会を設けて対応。(2)耐

震化交付金を受けて移転新築するなら現施設の全部解

体が条件と判明。（3）新しい健康管理センターは残す

としていた病院は、全部解体しての移転新築か、残し

て現在地建替えか二者択一となった。（4）熟慮の結

果、現在地建替えを選択。（5）現在地は狭いので工事

期間中、近くにある市有地の借用と、病院北側の市道

の拡幅を要望された。市は元ハローワーク跡地は貸す

ことが可能、市道拡幅は用地の提供があれば可能と回

答、病院も了承。

◎元中津留美術館の活用について

（1）図書館建設を目的に購入したが建設か、除外か。

図書館建設は断念し現カルチャーパレス図書館の充実

を図る。（2）よって図書館建設以外の活用を検討する。

（3）隣接３町内から売却反対の陳情書が提出された。

概略以上のような課題について審査を進めて来まし

た。

　本委員会は、歳入について審査をいたしました。専

決処分の主なものは、前年度繰越金3,740万円。口蹄

疫緊急対策資金貸付金元利収入560万円の増額補正で

す。一般会計の補正は4,881万円を追加し138億4,862

万３千円とするものです。委員から熊本県「生きる

力」を育む研究指定校10万円は、市が指定校を選ぶの

か等の質疑がありました。いずれも全会一致で原案ど

おり決しました。

●委員長　三倉　美千子　　●副委員長　井上　光浩

●委　員　全議員予算委員会

　６月定例会においては、採決・閉会までに、①提出

予定議案、陳情（大塚小学校の廃校及び社会教育施設

としての利用に関する陳情、元中津留美術館跡地の有

効活用に関する陳情）、会期日程案、議案質疑及び一

般質問の取り扱いについて、②追加議案、人吉球磨広

域行政組合規約の一部変更について、③陳情、委員会

付託、閉会中の継続審査について、④陳情について、

⑤討論について、⑥意見書、９月定例会会期日程案に

ついて審議しました。

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　西　信八郎

●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・田中　哲・立山勝徳・下田代勝議会運営委員会

●委員長　山下　幸一　　●副委員長　村上　恵一
●委　員　井上　光浩・豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之
　　　　　田中　　哲・本村　令斗・下田代　勝

球磨川水系の治水及び防災
に 関 す る 特 別 委 員 会

●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　三倉　美千子
●委　員　松岡　隼人・笹山　欣悟・西　信八郎・松田　茂
　　　　　永山　芳宏・福屋　法晴・仲村　勝治

公益的施設の適正配置
に 関 す る 特 別 委 員 会
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の
対
応
手
順

や
畜
産
農
家
へ
の
経
営
対
策
は
。

　

対
応
手
順
は
、
家
畜
伝
染
病
現

地
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、
発

生
農
場
の
隔
離
指
示
、
ま
た
立
ち

入
り
規
制
を
行
い
、
移
動
規
制
班

や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
。
発
生

農
場
の
消
毒
が
実
施
さ
れ
、
す
べ

て
の
家
畜
の
殺
処
分
を
行
っ
て
埋

却
す
る
。
埋
却
費
用
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
国
が
負
担
す
る
。
経
営

対
策
と
し
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、

市
内
の
全
畜
産
農
家
を
対
象
に
生

活
資
金
な
ど
運
転
資
金
に
対
し
無

利
子
等
で
融
資
を
行
う
口
蹄
疫
緊

急
対
策
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
。

貸
付
限
度
額
は
三
十
万
円
。

　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
五
日
か

ら
、
地
デ
ジ
放
送
が
始
ま
る
が
、
難

視
聴
地
域
で
突
然
テ
レ
ビ
が
映
ら
な

く
な
る
と
い
っ
た
地
デ
ジ
難
民
が
出

る
恐
れ
は
な
い
の
か
。
対
策
は
。

　

人
吉
市
と
総
務
省
と
で
、
難
視
聴

地
域
解
消
の
た
め
、
共
聴
施
設
や
ア

ン
テ
ナ
対
策
な
ど
の
対
応
を
進
め
た

い
。
周
知
活
動
に
つ
い
て
は
「
広
報

ひ
と
よ
し
」
や
回
覧
板
で
の
お
知
ら

せ
、
地
デ
ジ
説
明
会
の
開
催
、
臨
時

相
談
窓
口
の
設
置
。
ま
た
暫
定
的
に

（
平
成
二
十
七
年
）
ま
で
に
衛
星
放

送
に
よ
る
地
デ
ジ
放
送
を
行
う
。

　

林
副
市
長
の
二
年
間
の
総
括
と
中

心
市
街
地
活
性
化
へ
の
道
筋
は
。

　

昨
年
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を

進
め
る
上
で
、
新
た
に
制
定
さ
れ

た
地
域
商
店
街
活
性
化
法
に
よ
る

支
援
と
昨
年
度
の
国
の
補
正
予
算

を
活
用
し
、
西
九
日
町
ア
ー
ケ
ー

ド
撤
去
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
、
き
じ

馬
ス
タ
ン
プ
の
カ
ー
ド
化
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
携
帯
電
話
を

活
用
し
た
メ
ー
ル
配
信
事
業
を
行

っ
た
。
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
で
街
中

の
新
た
な
動
き
を
誘
導
で
き
て
い

る
。
田
中
市
長
と
は
時
々
喧
嘩
も

し
、
全
力
で
支
え
て
い
く
。

　

九
州
産
交
グ
ル
ー
プ
の
肝
い
り
で

運
行
し
て
い
る
タ
ウ
ン
バ
ス
「
じ
ゅ

ぐ
り
っ
と
号
と
さ
る
く
人
吉
」
の
こ

れ
ま
で
の
運
行
状
況
と
、
一
ヵ
月
フ

リ
ー
パ
ス
定
期
券
の
利
用
は
ど
う
か
。

　

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
号
は
三
月
か
ら

五
月
ま
で
の
三
ヵ
月
で
三
千
四
百

三
十
二
名
、
さ
る
く
人
吉
は
三
月

か
ら
運
行
開
始
だ
が
、
徐
々
に
増

加
し
て
お
り
五
月
で
九
百
六
十
名

で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
パ
ス
定
期
券

は
通
学
利
用
は
増
え
つ
つ
あ
る
が
、

通
勤
は
低
迷
し
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
パ
ス
定
期
券
を
、
大
畑

の
路
線
や
鹿
目
の
路
線
な
ど
の
他

の
路
線
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。

　

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
産
交
バ
ス
株
式
会

社
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　

タ
ウ
ン
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
の

は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ト
で
バ
ス
停
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
い
の

で
、
し
っ
か
り
周
知
を
や
っ
て
ほ

し
い
。

　

産
交
バ
ス
自
ら
、
学
校
に
出
向

い
て
周
知
に
努
め
た
り
、
町
内
の

老
人
会
に
出
向
き
説
明
と
試
乗
会

を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

医
療
観
光
と
東
ア
ジ
ア
戦
略

松
田　

茂

問答問答問答問答

問答問答問答問答問答

問答問答

問答問答

問答問答問答

一
般
質
問

　

買
い
物
が
困
難
な
高
齢
者
へ
の

対
策
は
。

　

福
祉
面
で
は
、
国
の
補
助
を
受

け
昨
年
か
ら
三
ヵ
年
で
実
施
す
る

「
安
心
生
活
創
造
事
業
」
で
、
見

守
り
・
買
い
物
支
援
等
の
基
盤
支

援
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支

援
体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
交

通
面
で
は
、
六
月
下
旬
の
「
人
吉

市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
、
バ

ス
路
線
等
の
交
通
空
白
地
域
の
見

直
し
を
行
い
、
整
備
を
進
め
る
。

　

脱
ゆ
と
り
教
育
に
お
け
る
教
育

長
の
考
え
と
新
教
科
書
の
採
択
は
。

　

「
確
か
な
学
力
の
育
成
」
「
豊

か
な
心
の
育
成
」
「
特
別
支
援
教

育
の
充
実
」
の
三
点
を
、
特
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
教
科
書
内
容
の

三
割
増
加
は
、
ゆ
と
り
教
育
で
削

減
さ
れ
た
分
の
回
復
。
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
や
、
電
子
黒
板
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
検
討
。

　

市
長
の
新
党
支
援
組
織
へ
の
参

加
理
由
は
。

　

日
本
創
新
党
の
応
援
首
長
連
合

は
、
政
策
提
言
集
団
で
あ
り
、
自

身
は
党
員
で
は
な
く
、
今
も
無
所

属
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
八
月
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
は
ど
う
か
。

　

昨
年
四
月
に
く
ら
し
安
心
相
談

係
と
し
て
相
談
窓
口
が
一
本
化
さ

れ
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
る
ま
で
の
四
ヵ
月
間
で
百
四
十

七
件
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
て
か
ら
の
八
月
か
ら
翌
年

三
月
ま
で
の
八
ヵ
月
間
が
五
百
四

十
二
件
、
合
計
六
百
八
十
九
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。
相
談
内
容
の
割

合
は
、
契
約
問
題
が
十
一
・
九
％
、

家
庭
問
題
が
十
一
・
五
％
、
金
銭

問
題
が
九
％
と
上
位
を
占
め
て
い

る
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
は
だ
れ

か
。

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
長
は
設
置
し

て
い
な
い
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー
長

の
設
置
に
関
す
る
事
項
を
含
め
て
、

関
係
規
定
の
整
備
を
進
め
た
い
。

　

平
成
十
五
年
度
と
二
〇
年
度
に
国

保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
①
人
吉
市

の
一
人
当
た
り
の
保
険
税
は
、
県
下

で
何
番
目
に
高
い
の
か
。
②
多
く
の

方
が
、
保
険
税
を
払
え
ず
滞
納
し
て

い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
保
険
税

の
収
納
率
は
、
県
下
四
七
市
町
村
の

う
ち
何
番
目
に
高
い
収
納
率
か
。

　

①
県
下
一
高
い　

②
四
六
番
目

　

滞
納
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
無
保

険
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
値
上
げ
の
影
響
を
受
け
る
平

成
二
十
一
年
度
に
、
①
病
院
で
一
度

全
額
払
う
資
格
証
明
書
の
発
行
世
帯

数
、
②
短
期
保
険
証
交
付
世
帯
の
方

で
、
市
役
所
に
行
け
ず
に
、
無
保
険

に
な
っ
て
い
る
世
帯
数
は
い
く
ら
か
。

　

①
七
九
世
帯　

②
三
五
六
世
帯

　

市
長
は
、
県
下
一
高
い
国
保
税
で

多
く
の
無
保
険
者
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
と
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

国
保
税
を
、
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　

大
変
由
々
し
き
事
態
。
医
療
費
が

増
加
す
る
中
、
引
き
下
げ
は
困
難
。

様
々
な
検
討
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

大
畑
駅
、
矢
岳
駅
で
の
特
産
物
販

売
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

大
畑
駅
で
は
四
月
下
旬
か
ら
販
売

を
始
め
、
主
に
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭

日
に
地
元
産
品
の
干
し
椎
茸
、
山
菜
、

米
、
お
茶
、
野
菜
等
販
売
し
て
い
る
。

　

売
り
上
げ
状
況
は
、
マ
イ
カ
ー
で

の
観
光
客
が
三
分
の
二
、
列
車
利
用

客
が
三
分
の
一
。
矢
岳
駅
で
は
列
車

か
ら
降
り
て
Ｓ
Ｌ
展
示
場
を
見
る
人

が
購
入
し
て
い
る
。

　

以
前
に
も
大
畑
駅
の
停
車
時
間

延
長
を
要
望
し
て
い
た
が
停
車
時

間
の
延
長
は
出
来
な
い
の
か
。

　

肥
薩
線
利
用
促
進
存
続
期
成
会

を
通
じ
停
車
時
間
延
長
を
要
望
し

た
い
。

　

ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
青
少
年
派

遺
事
業
に
お
い
て
な
ぜ
中
学
生
が

負
担
な
し
、
高
校
生
・
専
門
学
校

生
が
負
担
あ
り
な
の
か
。

　

多
く
の
生
徒
が
応
募
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
義
務
教
育
で
は
、

負
担
な
し
と
選
考
基
準
の
検
討
会
で

決
定
し
た
。

　

近
隣
諸
国
と
の
都
市
交
流
を
行
う

考
え
は
な
い
の
か
。

　

産
業
交
流
と
の
観
点
で
進
め
た
い
。

　

　

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
の
状
況
に
つ
い
て
。

　

総
利
用
者
数
は
、
八
万
八
千
九
百

七
十
三
人
で
、
そ
の
う
ち
東
西
コ
ミ

セ
ン
が
全
体
の
約
半
数
で
あ
る
。

　

東
西
コ
ミ
セ
ン
の
体
育
施
設
に
、

外
部
か
ら
の
視
線
や
反
射
光
・
外
部

へ
の
騒
音
防
止
に
対
し
暗
幕
の
設
置

は
出
来
な
い
か
。

　

暗
幕
に
は
、
危
険
防
止
・
遮
光
・

騒
音
防
止
効
果
が
あ
り
、
今
後
コ
ミ

セ
ン
の
状
況
に
応
じ
て
、
可
能
な
処

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

第
一
中
学
校
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

つ
く
れ
な
い
か
、
ま
た
地
域
や
関
係

団
体
へ
の
調
査
は
さ
れ
た
の
か
。

　

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

代
表
者
に
利
用
状
況
や
意
見
を
聞

い
た
が
、
あ
れ
ば
利
用
し
や
す
い

が
、
特
に
夜
間
施
設
が
不
足
し
て

い
る
と
の
意
見
は
な
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

　

国
道
二
六
七
号
蓑
野
橋
架
け
替

え
工
事
の
早
期
完
成
を
熊
本
県
に

対
し
要
望
し
て
頂
き
た
い
。

　

少
し
で
も
早
く
完
成
で
き
る
よ

う
球
磨
地
域
振
興
局
に
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
。
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高
齢
者
の
買
い
物
弱
者

　
　
　
　
　

対
策
に
つ
い
て

川
野　

精
一

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

取
組
状
況
に
つ
い
て

笹
山　

欣
悟

県
下
一
高
い
国
保
税
の

　
　
　
　
　
　

引
き
下
げ
を

本
村　

令
斗

大
畑
駅
、
矢
岳
駅
振
興
策

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

井
上　

光
浩

安
心
・
安
全
市
民
生
活

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

福
屋　

法
晴

※
他
に
、
行
政
管
理
下
の
害
虫
駆
除

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※
そ
の
他
、
市
長
等
及
び
職
員
の
倫

理
の
確
立
に
関
す
る
規
則
の
制
定
、

口
蹄
疫
緊
急
対
策
資
金
貸
付
、
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
産
他
商
推
進
室

の
設
置
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例

の
制
定
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
導
入
設
置
費
補
助
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

※
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
、
口
蹄

疫
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、
農
免
道

路
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。

※
「
D
51
」
復
活
運
動
を
質
し
、
口
蹄

疫
防
止
策
の
強
化
を
要
望
し
た
。

※
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
親
善
大
使
に

つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
と
は
。

　

自
然
、
文
化
、
人
々
の
交
流
を
楽

し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
、
人
々

と
の
交
流
と
い
っ
た
も
の
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
市
の
取
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

本
市
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
け
る
交
流
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験

事
業
の
実
施
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
を
し
、
広
く
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

　

医
療
観
光
の
観
点
か
ら
、
本
市
の

医
療
機
関
の
現
状
、そ
の
充
実
度
は
。

　

医
科
・
歯
科
を
合
せ
て
七
十
九

の
医
療
機
関
が
あ
り
、
一
般
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
検
診
に
は
対
応

で
き
る
。
ま
た
そ
の
充
実
度
は
高

い
水
準
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
今
後
医
療
観
光
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く

の
か
。

　

九
州
全
域
を
捉
え
な
が
ら
、
中

国
の
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

様
々
な
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
く

の
は
有
望
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
端
医
療
と
九
州
の
温
泉
や
水
と

い
っ
た
自
然
環
境
を
組
み
合
わ
せ

て
い
く
の
は
、
今
後
十
分
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
幹
線
開
業
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う

生
か
す
か
。
市
長
の
構
想
は
。

　

日
経
新
聞
の
初
夏
に
乗
り
た
い
列

車
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
が

一
位
、
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
号

九
位
。
超
ス
ピ
ー
ド
の
新
幹
線
と
超

ス
ロ
ー
な
Ｓ
Ｌ
を
演
出
し
て
活
用
す

る
。

　

山
線
で
Ｄ
51
を
走
ら
せ
る
戦
略
は
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
石
原
会
長
、
唐
池
社

長
に
お
会
い
し
調
査
検
討
を
お
願
い

し
、
国
交
省
か
ら
も
助
言
を
頂
い
て

い
る
。
ま
た
地
元
の
熱
意
を
示
す
こ

と
が
重
要
。
人
吉
、
え
び
の
、
湧
水

の
足
並
み
は
揃
っ
て
い
る
。

　

ク
リ
ア
ー
す
べ
き
課
題
は
。

　

◎
Ｄ
51
本
体
の
状
況
、
◎
線
路
や

鉄
橋
な
ど
の
走
行
施
設
、
◎
検
査
修

繕
、
燃
料
給
水
な
ど
の
施
設
、
◎
乗

務
員
、
検
修
要
員
、
燃
料
係
な
ど
の

要
員
確
保
な
ど
が
あ
る
。

　

経
費
の
試
算
は
。

　

Ｊ
Ｒ
の
試
算
で
、
Ｄ
51
復
活
に
四

〜
五
億
円
、
線
路
鉄
橋
、
検
修
施
設
、

他
運
営
費
な
ど
で
十
五
億
円
程
度
。

　

運
動
の
展
開
は
。

　

ま
ず
署
名
運
動
か
ら
始
め
、
募
金

運
動
に
つ
な
げ
盛
り
上
げ
た
い
。

　

口
蹄
疫
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
な

の
か
。
症
状
は
。

　

家
畜
の
伝
染
病
の
一
つ
で
あ
り
、

牛
・
豚
・
ヤ
ギ
・
羊
・
鹿
・
猪
な
ど

ひ
づ
め
が
二
つ
に
割
れ
て
い
る
偶
蹄

類
に
感
染
す
る
口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
で
、
強
い
感
染
力
が
あ

り
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
お
い
て

法
定
伝
染
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病

気
。
症
状
と
し
て
発
熱
や
多
量
の
よ

だ
れ
が
見
ら
れ
、
舌
や
口
の
中
、
ひ

づ
め
の
付
け
根
な
ど
に
水
泡
が
形
成

さ
れ
、
食
欲
も
な
く
な
る
。

　

市
で
発
生
し
た
場
合
の
対
応
手
順

や
畜
産
農
家
へ
の
経
営
対
策
は
。

　

対
応
手
順
は
、
家
畜
伝
染
病
現

地
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、
発

生
農
場
の
隔
離
指
示
、
ま
た
立
ち

入
り
規
制
を
行
い
、
移
動
規
制
班

や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
。
発
生

農
場
の
消
毒
が
実
施
さ
れ
、
す
べ

て
の
家
畜
の
殺
処
分
を
行
っ
て
埋

却
す
る
。
埋
却
費
用
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
国
が
負
担
す
る
。
経
営

対
策
と
し
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、

市
内
の
全
畜
産
農
家
を
対
象
に
生

活
資
金
な
ど
運
転
資
金
に
対
し
無

利
子
等
で
融
資
を
行
う
口
蹄
疫
緊

急
対
策
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
。

貸
付
限
度
額
は
三
十
万
円
。

　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
五
日
か

ら
、
地
デ
ジ
放
送
が
始
ま
る
が
、
難

視
聴
地
域
で
突
然
テ
レ
ビ
が
映
ら
な

く
な
る
と
い
っ
た
地
デ
ジ
難
民
が
出

る
恐
れ
は
な
い
の
か
。
対
策
は
。

　

人
吉
市
と
総
務
省
と
で
、
難
視
聴

地
域
解
消
の
た
め
、
共
聴
施
設
や
ア

ン
テ
ナ
対
策
な
ど
の
対
応
を
進
め
た

い
。
周
知
活
動
に
つ
い
て
は
「
広
報

ひ
と
よ
し
」
や
回
覧
板
で
の
お
知
ら

せ
、
地
デ
ジ
説
明
会
の
開
催
、
臨
時

相
談
窓
口
の
設
置
。
ま
た
暫
定
的
に

（
平
成
二
十
七
年
）
ま
で
に
衛
星
放

送
に
よ
る
地
デ
ジ
放
送
を
行
う
。

　

林
副
市
長
の
二
年
間
の
総
括
と
中

心
市
街
地
活
性
化
へ
の
道
筋
は
。

　

昨
年
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を

進
め
る
上
で
、
新
た
に
制
定
さ
れ

た
地
域
商
店
街
活
性
化
法
に
よ
る

支
援
と
昨
年
度
の
国
の
補
正
予
算

を
活
用
し
、
西
九
日
町
ア
ー
ケ
ー

ド
撤
去
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
、
き
じ

馬
ス
タ
ン
プ
の
カ
ー
ド
化
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
携
帯
電
話
を

活
用
し
た
メ
ー
ル
配
信
事
業
を
行

っ
た
。
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
で
街
中

の
新
た
な
動
き
を
誘
導
で
き
て
い

る
。
田
中
市
長
と
は
時
々
喧
嘩
も

し
、
全
力
で
支
え
て
い
く
。

　

九
州
産
交
グ
ル
ー
プ
の
肝
い
り
で

運
行
し
て
い
る
タ
ウ
ン
バ
ス
「
じ
ゅ

ぐ
り
っ
と
号
と
さ
る
く
人
吉
」
の
こ

れ
ま
で
の
運
行
状
況
と
、
一
ヵ
月
フ

リ
ー
パ
ス
定
期
券
の
利
用
は
ど
う
か
。

　

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
号
は
三
月
か
ら

五
月
ま
で
の
三
ヵ
月
で
三
千
四
百

三
十
二
名
、
さ
る
く
人
吉
は
三
月

か
ら
運
行
開
始
だ
が
、
徐
々
に
増

加
し
て
お
り
五
月
で
九
百
六
十
名

で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
パ
ス
定
期
券

は
通
学
利
用
は
増
え
つ
つ
あ
る
が
、

通
勤
は
低
迷
し
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
パ
ス
定
期
券
を
、
大
畑

の
路
線
や
鹿
目
の
路
線
な
ど
の
他

の
路
線
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。

　

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
産
交
バ
ス
株
式
会

社
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　

タ
ウ
ン
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
の

は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ト
で
バ
ス
停
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
い
の

で
、
し
っ
か
り
周
知
を
や
っ
て
ほ

し
い
。

　

産
交
バ
ス
自
ら
、
学
校
に
出
向

い
て
周
知
に
努
め
た
り
、
町
内
の

老
人
会
に
出
向
き
説
明
と
試
乗
会

を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

問答問答問答

問答問答

問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答問答問答

　

買
い
物
が
困
難
な
高
齢
者
へ
の

対
策
は
。

　

福
祉
面
で
は
、
国
の
補
助
を
受

け
昨
年
か
ら
三
ヵ
年
で
実
施
す
る

「
安
心
生
活
創
造
事
業
」
で
、
見

守
り
・
買
い
物
支
援
等
の
基
盤
支

援
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支

援
体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
交

通
面
で
は
、
六
月
下
旬
の
「
人
吉

市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
、
バ

ス
路
線
等
の
交
通
空
白
地
域
の
見

直
し
を
行
い
、
整
備
を
進
め
る
。

　

脱
ゆ
と
り
教
育
に
お
け
る
教
育

長
の
考
え
と
新
教
科
書
の
採
択
は
。

　

「
確
か
な
学
力
の
育
成
」
「
豊

か
な
心
の
育
成
」
「
特
別
支
援
教

育
の
充
実
」
の
三
点
を
、
特
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
教
科
書
内
容
の

三
割
増
加
は
、
ゆ
と
り
教
育
で
削

減
さ
れ
た
分
の
回
復
。
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
や
、
電
子
黒
板
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
検
討
。

　

市
長
の
新
党
支
援
組
織
へ
の
参

加
理
由
は
。

　

日
本
創
新
党
の
応
援
首
長
連
合

は
、
政
策
提
言
集
団
で
あ
り
、
自

身
は
党
員
で
は
な
く
、
今
も
無
所

属
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
八
月
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
は
ど
う
か
。

　

昨
年
四
月
に
く
ら
し
安
心
相
談

係
と
し
て
相
談
窓
口
が
一
本
化
さ

れ
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
る
ま
で
の
四
ヵ
月
間
で
百
四
十

七
件
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
て
か
ら
の
八
月
か
ら
翌
年

三
月
ま
で
の
八
ヵ
月
間
が
五
百
四

十
二
件
、
合
計
六
百
八
十
九
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。
相
談
内
容
の
割

合
は
、
契
約
問
題
が
十
一
・
九
％
、

家
庭
問
題
が
十
一
・
五
％
、
金
銭

問
題
が
九
％
と
上
位
を
占
め
て
い

る
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
は
だ
れ

か
。

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
長
は
設
置
し

て
い
な
い
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー
長

の
設
置
に
関
す
る
事
項
を
含
め
て
、

関
係
規
定
の
整
備
を
進
め
た
い
。

　

平
成
十
五
年
度
と
二
〇
年
度
に
国

保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
①
人
吉
市

の
一
人
当
た
り
の
保
険
税
は
、
県
下

で
何
番
目
に
高
い
の
か
。
②
多
く
の

方
が
、
保
険
税
を
払
え
ず
滞
納
し
て

い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
保
険
税

の
収
納
率
は
、
県
下
四
七
市
町
村
の

う
ち
何
番
目
に
高
い
収
納
率
か
。

　

①
県
下
一
高
い　

②
四
六
番
目

　

滞
納
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
無
保

険
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
値
上
げ
の
影
響
を
受
け
る
平

成
二
十
一
年
度
に
、
①
病
院
で
一
度

全
額
払
う
資
格
証
明
書
の
発
行
世
帯

数
、
②
短
期
保
険
証
交
付
世
帯
の
方

で
、
市
役
所
に
行
け
ず
に
、
無
保
険

に
な
っ
て
い
る
世
帯
数
は
い
く
ら
か
。

　

①
七
九
世
帯　

②
三
五
六
世
帯

　

市
長
は
、
県
下
一
高
い
国
保
税
で

多
く
の
無
保
険
者
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
と
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

国
保
税
を
、
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　

大
変
由
々
し
き
事
態
。
医
療
費
が

増
加
す
る
中
、
引
き
下
げ
は
困
難
。

様
々
な
検
討
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

大
畑
駅
、
矢
岳
駅
で
の
特
産
物
販

売
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

大
畑
駅
で
は
四
月
下
旬
か
ら
販
売

を
始
め
、
主
に
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭

日
に
地
元
産
品
の
干
し
椎
茸
、
山
菜
、

米
、
お
茶
、
野
菜
等
販
売
し
て
い
る
。

　

売
り
上
げ
状
況
は
、
マ
イ
カ
ー
で

の
観
光
客
が
三
分
の
二
、
列
車
利
用

客
が
三
分
の
一
。
矢
岳
駅
で
は
列
車

か
ら
降
り
て
Ｓ
Ｌ
展
示
場
を
見
る
人

が
購
入
し
て
い
る
。

　

以
前
に
も
大
畑
駅
の
停
車
時
間

延
長
を
要
望
し
て
い
た
が
停
車
時

間
の
延
長
は
出
来
な
い
の
か
。

　

肥
薩
線
利
用
促
進
存
続
期
成
会

を
通
じ
停
車
時
間
延
長
を
要
望
し

た
い
。

　

ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
青
少
年
派

遺
事
業
に
お
い
て
な
ぜ
中
学
生
が

負
担
な
し
、
高
校
生
・
専
門
学
校

生
が
負
担
あ
り
な
の
か
。

　

多
く
の
生
徒
が
応
募
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
義
務
教
育
で
は
、

負
担
な
し
と
選
考
基
準
の
検
討
会
で

決
定
し
た
。

　

近
隣
諸
国
と
の
都
市
交
流
を
行
う

考
え
は
な
い
の
か
。

　

産
業
交
流
と
の
観
点
で
進
め
た
い
。

　

　

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
の
状
況
に
つ
い
て
。

　

総
利
用
者
数
は
、
八
万
八
千
九
百

七
十
三
人
で
、
そ
の
う
ち
東
西
コ
ミ

セ
ン
が
全
体
の
約
半
数
で
あ
る
。

　

東
西
コ
ミ
セ
ン
の
体
育
施
設
に
、

外
部
か
ら
の
視
線
や
反
射
光
・
外
部

へ
の
騒
音
防
止
に
対
し
暗
幕
の
設
置

は
出
来
な
い
か
。

　

暗
幕
に
は
、
危
険
防
止
・
遮
光
・

騒
音
防
止
効
果
が
あ
り
、
今
後
コ
ミ

セ
ン
の
状
況
に
応
じ
て
、
可
能
な
処

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

第
一
中
学
校
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

つ
く
れ
な
い
か
、
ま
た
地
域
や
関
係

団
体
へ
の
調
査
は
さ
れ
た
の
か
。

　

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

代
表
者
に
利
用
状
況
や
意
見
を
聞

い
た
が
、
あ
れ
ば
利
用
し
や
す
い

が
、
特
に
夜
間
施
設
が
不
足
し
て

い
る
と
の
意
見
は
な
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

　

国
道
二
六
七
号
蓑
野
橋
架
け
替

え
工
事
の
早
期
完
成
を
熊
本
県
に

対
し
要
望
し
て
頂
き
た
い
。

　

少
し
で
も
早
く
完
成
で
き
る
よ

う
球
磨
地
域
振
興
局
に
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
。
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今
国
会
に
「
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
提
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
市
町

村
の
基
本
構
想
に
関
す
る
規
定
を

削
除
す
る
案
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
本
市
の

考
え
は
。

　

こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
に
と
ら

わ
れ
な
い
で
、
実
務
型
の
計
画
を

首
長
選
挙
後
に
策
定
す
る
予
定
。

　

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
法
改
正
や
他
自
治
体

の
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

議
会
と
の
関
わ
り
と
説
明
は
。

　

方
針
を
早
目
に
提
示
し
、
議
会

に
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

大
村
横
穴
群
西
端
の
崩
落
を
受

け
て
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
の

安
全
性
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
本
市
の
考
え
と
対
応
策
は
。

　

早
目
の
避
難
誘
導
と
避
難
所
の

確
保
を
行
う
。
ま
た
、
現
在
は
、

岩
盤
は
安
定
し
て
い
る
と
判
断
し

て
お
り
、
定
期
的
に
観
察
し
、
予

兆
が
見
ら
れ
た
ら
早
目
に
対
応
す

る
。
今
後
は
、
人
命
尊
重
を
優
先

し
な
が
ら
、
文
化
財
の
価
値
を
損

わ
な
い
よ
う
、
国
・
県
及
び
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

　

石
野
公
園
の
展
望
所
が
で
き
た
目

的
と
事
業
費
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

　

公
園
全
体
を
見
渡
せ
る
展
望
所
、

土
地
を
象
徴
す
る
建
築
物
と
し
て
建

設
、
一
階
は
多
目
的
に
使
え
る
休
憩

所
。
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
一
億
二

千
四
百
万
円
、
展
望
所
単
独
の
入
場

数
は
把
握
で
き
て
な
い
。

　

広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
に
は

と
よ
ま
つ
紙
ヒ
コ
ー
キ
・
タ
ワ
ー
が

紙
ヒ
コ
ー
キ
を
飛
ば
す
た
め
に
専
用

の
タ
ワ
ー
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。

石
野
公
園
展
望
所
を
紙
ヒ
コ
ー
キ
・

タ
ワ
ー
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

　

と
よ
ま
つ
紙
ヒ
コ
ー
キ
・
タ
ワ
ー

は
、
子
供
の
背
丈
、
安
全
面
を
十
分

考
慮
さ
れ
て
い
る
。
石
野
公
園
展
望

所
を
紙
ヒ
コ
ー
キ
・
タ
ワ
ー
と
し
て

利
用
す
る
場
合
は
、
展
望
所
の
手
す

り
は
、
高
学
年
に
は
低
い
た
め
、
利

用
す
る
の
は
難
し
い
。
安
全
面
の
改

修
が
必
要
で
あ
る
。
公
園
の
新
し
い

利
用
と
し
て
検
討
に
値
す
る
。

　

石
野
公
園
全
体
を
子
供
の
遊
び

を
主
と
し
た
公
園
に
で
き
な
い
か
。

　

チ
ビ
ッ
コ
広
場
や
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
広
場
を
幼
児
・
児
童
の
利
用
箇

所
と
位
置
付
け
、
遊
具
の
補
充
等

を
行
い
児
童
が
遊
ぶ
場
所
も
検
討

す
る
。

　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
大
改
修
の
た

め
に
基
金
（
十
億
二
十
万
円
）
の
一

部
を
取
崩
す
経
緯
は
。
他
の
条
項

（
議
決
の
特
例
）
の
改
正
等
理
事
会

で
検
討
し
た
の
か
。
今
回
の
変
更
対

象
は
、
内
部
設
備
改
修
が
主
と
な
っ

て
い
る
が
、
建
物
本
体
は
。
改
修
費

は
八
億
五
千
万
円
で
、
九
十
％
、
七

億
五
千
五
百
万
円
は
人
吉
市
負
担
と

な
る
が
財
源
は
。
今
後
、
移
管
さ
れ

た
場
合
、
市
有
財
産
と
し
て
の
維

持
・
補
修
費
は
。
広
域
機
能
は
ど
ん

な
形
で
残
す
の
か
。
人
吉
市
へ
の
移

管
後
の
管
理
体
制
は
。

　

築
後
二
十
五
年
経
て
い
て
、
舞
台

装
置
、
空
調
等
に
危
険
度
が
増
し
、

緊
急
を
要
し
た
。
市
町
村
財
政
も
逼

迫
し
、
県
と
も
協
議
し
て
規
約
改
正

に
至
っ
た
。
他
の
条
項
改
正
及
び
建

物
本
体
改
修
に
つ
い
て
は
、
理
事
会

で
は
協
議
し
て
い
な
い
。
市
費
負
担

分
は
起
債
で
対
応
。
今
後
の
維
持
補

修
は
、
市
費
と
な
る
の
で
検
討
を
進

め
る
。
広
域
機
能
は
町
村
と
協
議
。

　

人
吉
市
へ
移
管
後
は
、
当
面
直

営
と
し
、
民
間
委
託
等
を
検
討
す

る
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
る
た

め
、
女
性
特
有
の
「
乳
が
ん
」
「
子

宮
頸
が
ん
」
に
対
し
て
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
特
定
年
齢
対
象
者
へ
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
受
診
率
の
結
果
、
受

診
者
の
感
想
は
。

　

共
に
前
年
度
よ
り
増
加
傾
向
の
結

果
と
な
っ
た
。
感
想
と
し
て
は
、

「
無
料
券
が
き
た
の
で
初
め
て
検
診

し
た
。
検
診
手
帳
を
読
ん
で
予
防
の

大
切
さ
が
分
か
っ
た
。
」
な
ど
が
あ

り
、
受
診
率
向
上
へ
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
他
の
「
肺
が
ん
、
胃
が
ん
」

な
ど
の
が
ん
検
診
の
状
況
と
受
診
率

向
上
へ
の
対
策
は
。

　

い
ず
れ
の
が
ん
検
診
と
も
、
受
診

率
に
大
き
な
伸
び
は
な
く
横
ば
い
の

状
況
。
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
、
治

療
や
検
査
へ
の
不
安
、
経
済
的
な
不

安
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
検

診
の
重
要
性
な
ど
の
啓
発
に
努
め
る
。

　

高
齢
者
が
、
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
さ
れ
た
場
合
、
身
分
証
明

書
代
わ
り
に
も
な
る
顔
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ

ー
ド
）
を
無
料
発
行
し
て
は
ど
う

か
。

　

今
後
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
思

う
。

　

人
吉
地
点
の
治
水
安
全
度
が
現
状

五
分
の
一
程
度
で
あ
る
以
上
、
喫
緊

の
課
題
は
避
難
体
制
の
充
実
で
あ
る
。

最
も
大
事
な
こ
と
は
「
迅
速
で
正
確

な
情
報
伝
達
手
段
の
確
立
」
で
あ
り
、

特
に
危
険
地
帯
へ
の
防
災
行
政
無
線

の
設
置
に
向
け
国
の
交
付
金
制
度
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
防
災
・
減
災

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
部
分
も
あ
り
、

新
た
な
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
今

後
も
国
、
県
に
支
援
を
訴
え
て
い
く
。

　

財
政
健
全
化
比
率
の
四
指
標
、
経

常
収
支
比
率
、
財
務
諸
表
か
ら
み
た

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
判
断
と

今
後
の
財
政
運
営
の
心
構
え
は
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

こ
の
数
年
で
財
政
再
生
計
画
や
早
期

健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
な
団

体
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。
健
全
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
自
主
財
源

の
確
保
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

人
口
約
九
万
八
千
人
で
、
十
の
自

治
体
が
あ
る
人
吉
球
磨
地
域
は
自
治

体
仕
分
け
の
対
象
と
な
り
得
る
。
こ

の
地
域
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
。

　

各
施
策
へ
の
一
体
感
が
重
要
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
画
と
大
村
横
穴
群

　
　
　
　

の
崩
落
に
つ
い
て

松
岡　

隼
人

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
改
修
、

　
　
　
　

移
管
等
に
つ
い
て

下
田
代　

勝

が
ん
検
診
無
料

　
　

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

豊
永　

貞
夫

治
水
対
策
、市
の
財
政
状
況

　
　
　
　
　
　

等
に
つ
い
て

森
口　

勝
之

石
野
公
園
を
子
供
の
国
に
！

仲
村　

勝
治

問答問答問答問答

問答問答問答

問答

問答問答問答

問答問答問答

※
そ
の
他
に
キ
ク
ラ
ゲ
生
産
体
制
の
確

立
、
豊
富
な
植
物
資
源
（
珍
種
・
希
少

植
物
）
の
活
用
を
質
し
ま
し
た
。　
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【議会の主な行事】（平成２２年４月～６月）

２
日　

議
会
報
編
集
委
員
会（
３
月
議
会
分
）

５
日　

全
員
協
議
会

８
日　

議
会
報
編
集
委
員
会（
３
月
議
会
分
）

13
日　

議
会
制
度
研
究
会
、
意
見
交
換
会

14
日　

熊
本
県
市
議
会
議
長
会

16
日　

総
務
文
教
委
員
会

22
日　

九
州
市
議
会
議
長
会

26
日　

総
務
文
教
委
員
会

27
日　

球
磨
川
水
系
の
治
水
及
び
防
災
に
関

　
　
　

す
る
特
別
委
員
会

28
日　

議
会
制
度
研
究
会
・
全
員
協
議
会

７
日　

球
磨
川
水
系
の
治
水
及
び
防
災
に
関

　
　
　

す
る
特
別
委
員
会
意
見
交
換
会

10
日　

議
会
制
度
研
究
会
、
意
見
交
換
会

11
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
臨
時
議
会
、

　
　
　

経
済
建
設
委
員
会
、
全
員
協
議
会

19
日　

東
京
都
昭
島
市
議
会
行
政
視
察
来
訪

20
日　

九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
定
期
総
会

24
日　

全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

24
日
〜
26
日　

九
州
市
議
会
議
長
会
理
事
会
、

　
　
　

全
国
温
泉
所
在
都
市
議
会
議
長
協
議
会

　
　
　

熊
本
県
市
議
会
議
長
会
、

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

25
日　

厚
生
委
員
会

28
日　

議
会
制
度
研
究
会
・
意
見
交
換
会

1
日
〜
22
日　

第
３
回
定
例
市
議
会

１
日　

全
員
協
議
会
、
議
会
報
編
集
委
員
会

２
日　

球
磨
川
水
系
の
治
水
及
び
防
災
に
関

　
　
　

す
る
特
別
委
員
会

　
　
　

公
益
的
施
設
の
適
正
配
置
に
関
す
る

　
　
　

特
別
委
員
会

３
日　

全
員
協
議
会
、
議
会
制
度
研
究
会
・

　
　
　

意
見
交
換
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

15
日　

予
算
委
員
会
、
公
益
的
施
設
の
適
正

　
　
　

配
置
に
関
す
る
特
別
委
員
会

16
日　

総
務
文
教
委
員
会
・
厚
生
委
員
会
・

　
　
　

経
済
建
設
委
員
会

17
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　

・
厚
生
委
員
会
・
経
済
建
設
委
員
会

18
日　

予
算
委
員
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

30
日　

議
会
報
編
集
委
員
会
、
議
会
制
度
研
究
会

　
　
　

・
意
見
交
換
会

４月５月６月

編
集
後
記

　

今
年
の
梅
雨
は
�
し
と
し
と
降
る

雨
で
始
ま
り
ま
し
た
�
季
節
に
合
�

た
天
気
に
�
ほ
�
と
し
て
い
る
と
�

後
半
は
災
害
で
も
起
き
そ
う
な
雨
に

心
配
し
て
い
ま
す
�
梅
雨
の
天
気

は
�
本
当
に
予
測
が
難
し
い
も
の
で

す
�

　

六
月
議
会
に
お
い
て
は
�
多
く
の

議
員
が
�
感
染
拡
大
や
農
家
の
経
営

状
況
が
心
配
さ
れ
る
口
蹄
疫
の
問
題

に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
�

そ
の
期
間
中
に
�
都
城
市
な
ど
で
の

感
染
の
ニ
�
�
ス
が
飛
び
込
ん
で
く

る
な
ど
�
緊
張
感
の
あ
る
情
勢
の
中

で
の
議
会
で
し
た
�

　

議
員
の
切
り
口
は
様
々
で
�
地
域

の
状
況
や
畜
産
の
経
験
�
国
や
県
に

行
�
た
要
望
な
ど
を
基
に
�
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
質
問
が
な
さ
れ
ま
し

た
�
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
問
題
に
対

し
て
も
�
多
角
的
な
視
点
か
ら
論
議

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
�
議
会
と
し
て

大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
�

　

と
も
あ
れ
口
蹄
疫
が
一
刻
も
早
く

沈
静
化
し
�
畜
産
農
家
の
方
々
の
経

営
状
況
が
�
早
期
に
安
定
さ
れ
る
よ

う
願
�
て
お
り
ま
す
�

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委

員

長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委　
　

員
／
松
岡
隼
人　

井
上
光
浩

　
　
　
　
　

松
田　

茂　

田
中　

哲

　
　
　
　
　

本
村
令
斗　

下
田
代
勝

次
の
定
例
会
は
九
月
で
す

︵
文
責:

本
村　

令
斗
︶

●
子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
、
ヒ
ブ
ワ

　

ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及
び
子
宮

　

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
、
定
期
接

　

種
化
を
求
め
る
意
見
書

　

こ
の
意
見
書
は
三
月
定
例
議
会
で
全
会
一

致
で
可
決
を
い
た
し
ま
し
た
。一
般
質
問
等
で

も
必
要
性
を
求
め
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
や
女
性
の
生
命
を
守
る
た
め
の
施
策

と
し
て
、
国
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
対
応
を

す
べ
き
問
題
で
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。国
に
対
し
て

の
要
望
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

　

ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
公
費
助
成
を
早
急

　

に
実
施
す
る
こ
と
。

２
．ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、
安
全
性
を
評
価
し

　

た
上
で
、
予
防
接
種
法
を
改
正
し
、
ヒ
ブ
や

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
重
症
感
染
症
（
髄
膜
炎
、

　

喉
頭
蓋
炎
、
敗
血
症
）
を
定
期
接
種
対
象
疾
病

　

（
一
類
疾
病
）に
位
置
付
け
る
こ
と
。

３
．子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

　

種
に
つ
い
て
公
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る

　

こ
と
。

４
．ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
の
た
め
の
手
立
て

　

を
講
ず
る
こ
と
。

５
．ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
に
つ
い
て
啓
発

　

を
推
進
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
促
進
を

　

図
る
こ
と
。

●
口
蹄
疫
対
策
の
強
化
、充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

五
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
臨
時
市

議
会
に
お
い
て
、
四
月
二
十
八
日
に
え
び
の
市

で
発
生
確
認
さ
れ
ま
し
た
口
蹄
疫
対
策
の
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
を
し
、十
三
日
に
は
、

熊
本
県
及
び
県
議
会
に
対
し
て
、
農
家
の
不
安

解
消
、
関
連
産
業
に
対
す
る
支
援
策
、
ま
た
観

光
客
を
含
め
交
流
人
口
が
多
い
特
性
を
踏
え
、

一
般
車
輌
に
対
す
る
検
疫
強
化
を
求
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。な
お
国
、
県
に
対
す
る
要
望
事

項
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

１
．予
防
対
策
、
ま
ん
延
防
止
対
策
の
強
化
を

　

図
る
こ
と
。

２
．発
生
原
因
の
早
期
究
明
を
図
る
こ
と
。

３
．被
害
農
家
に
対
す
る
支
援
対
策
の
充
実
を

　

図
る
こ
と
。

４
．風
評
被
害
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

以
上
、
二
意
見
書
に
つ
き
ま
し
て
、
七
月
二

十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
南
九
州
中
部
市
議

会
議
長
会（
え
び
の
、
小
林
、
伊
佐
、
人
吉
）議
員

研
修
会
で
採
択
を
し
、
国
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
に
三
月
・
六
月
定
例
会
で
は
、次
の
意
見
書
を
可
決
し
、内
閣
総
理
大
臣
や
衆
・
参
両
院
議
長

な
ど
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

○
国
営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
の
促
進
に
関
す
る
意
見
書

○
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書

○
現
行
保
育
制
度
の
維
持
・
拡
充
と
子
育
て
支
援
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書


